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1.プロダクトについて



プロダクトキャッチコピー

正しい姿勢で効果的な

プランクトレーニングができる



ターゲットユーザー

部活中の部活生









ターゲットユーザーの問題
● お手本のイメージがなく、正しくできているかわからない

● 過去の自分と比べて、長くできているかわからない

● トレーニング中に、腰の位置等がブレて効果が今ひとつ感じない

● 面白みがないから長く続かない

トレーニング支援アプリで解決！



アプリ概要
● 比較画像（お手本となる画像や過去の自分のトレーニング

画像）とトレーニング画像を比べる

● カメラから姿勢の崩れを判定する

● 加速度センサーを用いて、体の動きを計測．動きが大きい

と警告音がなる

● 得点をつけることで、周りと競うことができ、　　　やる気に

繋げる



アプリの機能-1人用 
センサーを用いて体の動きを検知

機能
● 体の動きが大きいとアラームが鳴る

● トレーニング後にグラフを見ることでどれだ

け動いたか確認

● 難易度が選択できる

● 得点をつけることで、周りと競うことができ

る



アプリの機能-2人用  
画像処理で人間と機械で姿勢を判別

機能1
● 比較画像（お手本となる画像や過去の自分のト

レーニング画像）と現在のトレーニング画像を比

べる

● 比較画像を半透明にすることで重ねて比較がで

きる

機能2
● 画像処理で動きを検知し、通知する



2.開発のプロセス



一週間の流れ

月 火 水 木 金 土日

● デモ・レビュー
● 振り返り
● バックログ見直し



一週間の流れ

月 火 水 木日

● 2チームに別れ、各チーム都合のつく日に開発
● 各チーム、ペアプログラミングやリモート開発で進捗を出す

金 土



一週間の流れ

月 火 水 木日

● できるだけ全員が集まり、それぞれの進捗を確認しあい、進捗を一つにまとめる

金 土



開発ツール

● 開発環境
○ Android Studio

● 開発言語
○ Java, Kotlin

● バージョン管理
○ Git, GitHub

● バックログ管理
○ googleスプレッドシート



ユーザーレビューの反映

● ユーザーレビューの一例と反映

○ アプリの使い方がわからない

→ヘルプを追加し、初回起動時はヘルプを自動的に表示

○ 競い合える要素が欲しい　

→得点機能の実装



3. enPiTを通して



enPiTを通して学んだこと

● enPiTで得た教訓

○ 開発には時間と手間がかかることを改めて再確認と、技術

以上にプレゼンで相手にわかりやすく伝える難しさを感じ

た

○ 見積をしっかりしないと後から困る

○ 期限を区切り、その間に進捗を出すことの有効性

○ チーム内での連携と振り返りの重要性を学んだ


